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全体配置図

学童保育クラブ出入口

Ｎ

車両出入口
こども園出入口

避難経路

避難経路

避難経路

避難経路

敷地内から４方向の避難経路を設け
状況に応じた避難に対応する計画

セキュリティライン

施設整備計画

Ｎ

大磯のまちになじむ勾配屋根で近隣への圧迫感を軽減

車両エリア

セキュリティライン

既存樹を生かし広い園庭を確保

まちのテラス

境界沿いに生垣を設け隣家との視線

を遮り、近隣へ緑のうるおいを与える

建物を境界からできるだけ離し

近隣への音の影響に配慮する

地域への配慮

安全対策
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１階平面図

Ｎ

学童動線

こども園動線

園庭とホールを一体的に利用できる配置

近隣住居へ配慮し、境界沿いに既存樹を活かしながら生け垣を設けて

視線を遮ると共に、建物配置を離すことで音の伝搬を抑える

子育て支援スペースを登園口近くに独立した部屋として配置することで

外部の人が利用し易くすると共に園内の衛生管理をし易くする

多様な対応ができるように子育て支援と一時保育スペースを隣接配置する

調理室とランチテラスを隣接させ、調理の様子が見える配置にすることで

食事場所の多様化を図る。ランチテラスには可動するテントの設置を検討

し、天候によってシーンに合わせた使い方ができる工夫をする

まちのテラス

南面する窓は極力小さくすることで音の伝搬に配慮すると

共に、隣家の窓配置を考慮しながら計画する

至 町立大磯図書館→

施設整備計画
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吹抜けに面した階段はただの移動空間ではなく、

子ども達の目線の変化を楽しむ空間づくりとする

園庭を見渡せるテラス

ランチテラスが見える吹抜け

２階平面図施設整備計画

Ｎ



こども園出入口

学童保育クラブ出入口

こども園のエントランスとは別に学

童保育クラブのエントランスは車両

の通り抜けの少ない敷地東側としま

す。こども園とエントランスを分離

して設ける事で、降園時などの動線

と交錯しない配置計画とします。

車両エリアと歩行者のエリアを明快

に分離する事で事故の無い配置とし

ます。また、道路からセットバック

してアプローチを設ける事で登降園

の混雑する時間帯にもゆとりのある

送迎スペースを確保します。

歩行者エリア車両エリア

学童保育クラブアプローチ

歩車の分離

玄関

こども園出入口
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地域との接点施設整備計画

『 ま ち の テ ラ ス 』 園の玄関口には地域に開放されたテラスを設け、気軽に交流できる場とします.



Ｎ

[環境負荷の低減、自然エネルギーの利用、エネルギー・資源の有効活用]
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環境に配慮した取組み等

太陽光エネルギーの利用

・太陽熱を利用し給湯負荷軽減及び冬場の床暖房に利用

・太陽光発電と蓄電池利用(EV車からの給電等)システムを採用し、
　日常の電力量低減と共に緊急時の電源として利用

風力エネルギーの利用

・小規模の風力発電設備を採用し、環境教育及び日常電力量の低減を図る

環境負荷の低減

・北面の安定した採光による照明負荷低減、重力換気・通風を利用し中間期の空調負荷を軽減
・各居室には熱交換型換気扇を採用し、夏季・冬季の空調負荷を軽減
・南面に大きな庇を設ける事で夏の強い日差しを制限し、空調負荷を軽減

建築資材の木質化

・別棟とする学童保育クラブは木造を検討する

・再生可能資源である木を使用することで、脱炭素社会の実現に貢献

水資源の活用

・雨水タンクを設け、日常の散水や非常時に活用する

施設整備計画


